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①・言語サポートの不備 日本語の問題。通訳のサポート」 
・社会保障制度 日本の制度と外国の制度の違い 
・ 外国人だからという不当な扱い 不平等な扱い、先入観、 
・ 報道による悪い連鎖 
②・健康保険  
・家の賃貸  
・派遣会社での勤務 賃金が不安定、低賃金 
・ 子どもの教育 低賃金重労働、税金の問題  
③・言葉の問題 長時間労働、ブラジル人コミュニティ、通訳の不足 
・派遣社員であるため会社に対し弱い立場 外国人に対する不当な扱い 偏見、外国人を

労働者としてしかみていない 
 
④・社会になじめない、文化の閉鎖性、偏見、コミュニティ 
・労働環境、派遣会社経由であるためダイレクトに文句を言えない 
・住居の問題 賃貸、外国人に対する偏見 
⑤・社会保障、保険 経済的問題、制度、保険制度を説明する機会 
・住宅問題 外国人犯罪からくるイメージ、言語の問題、 
・労働問題 派遣会社 賃金、苦情が言えない立場 
⑥・金銭 外国人に対する軽視 
・文化 気質の差 ほかの文化に対する日本人の排他性 
・ 言葉 市町村の対応 
・ 役所の制度、外国人との交流不足 
⑦・言語の問題 制度への理解  
・学校 文化に対する理解の欠如 
・ 保険制度 行政力、会社の対応 
・ 職場における差別、偏見 
・住居問題 外国人であるゆえの偏見 
⑧言語 意思疎通の難しさ、両方の言語の橋渡しをする人材の不足 
・派遣会社 外国人に対する扱い 
・外国人に対する日本社会の差別 
・ 
⑨・居住問題、教育問題 
・ 問題の根底にある労働問題 長時間労働、賃金、社会保障制度 
・ 市役所相談窓口 制度はあるが利用者が少ない その背景にある日本人への不信感 
・ 日本人とブラジル人の間にある隔たり、相互理解の必要性 



⑩・差別 
・言葉の壁 
・制度の違い 
・雇用条件 
・ コミュニティ 
・ 言語ができないのに日本語ができないのは問題ではないか。 
・ サポート 地域のサポート不足 
⑪・問題が起こる場所４つ 勤務場所 、市役所、病院、学校（公的機関 税金・教育の

問題、生活の問題） 
・言語 
・日本の対応の必要性 
⑫・居住問題、生活保護、言語の問題 
・ブラジル人を受け入れるための浜松市の対応・制度の問題 
・ 制度の不足から、 
・ 企業側の利益優先の態度、 
⑬・雇用の不安定 日本語の問題、外国人への軽視、 
・行政、雇用側のサポート 
・ ブラジル人が日本語を学ぼうとする意識不足 
・ 居住問題 外国人に対する不信感・偏見 
⑭・医療の問題 金銭な問題から治療ができない 
・言葉の壁 外国人に対する不信感 
・子どもに対する教育 日本語を学ぶ場 
・日系ブラジル人を受け入れる側の日本社会の制度整備の必要性 
⑮・医療 
・ 労働問題 雇用主の立場が上 
・ 法制度が整備する前に外国人を受け入れている 
・言語などの補助をする制度・法が整っていない 
⑯・居住地 低賃金、差別の問題、手続きがスムーズにできない 
・ 雇用問題 派遣会社を通して契約していることからくる問題 
ブラジル人を労働力としかみていない、深夜労働、低賃金 

・言語を橋渡しする人の不足  
 
 
 
 


